
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-10-04-01-06-01-0

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

特　記　事　項

平成21年8月号広報たかねざわ　見開き

※広報たかねざわへの掲載により実施したもので、本事業の予算は計上していません。

金　額 特　記　事　項細　節

1回

細　節 金　額 細　節 金　額

報償金 60,000

計
画

健康福祉課と連携をとり、民生委員、人権擁護委員、一般町民を対象にＤＶに関する研修を実施
します。
社会を明るくする運動実施時にはＤＶ撲滅運動として街頭でチラシを配布し、町民の認識を高め
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また関係する窓口対
応職員を対象に、共通理解を図るための研修会を開催します。

実
績

指　標 目　標　値 達　成　値

研修、説明会等の実施回数

3回

事務事業名 ＤＶ撲滅連携事業費

担当部課 教育部　生涯学習課
担　当 社会教育担当

サブリーダー 高橋　静司

平成21年度8月号の町広報でイコールを掲載。ＤＶについてのｱﾝｹｰﾄやﾊﾟｰﾌﾟﾙﾘﾎﾞﾝ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、
栃木県総合文化ｾﾝﾀｰ等で行われた全国ｼｪﾙﾀｰｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの紹介やＤＶに関する参考文献等を
掲載。

どのような成果が現れます（現れました）か？

ＤＶについて町内に広く啓発できます。
窓口対応職員の研修により、ＤＶに対する理解を深めることができ来、被害者への２次被害を防ぐと
ともに、当事者を早期に発見するなど、円滑な対応ができるようになります。
また支援する機関との連携が図られ、被害者対応能力の向上が期待でき、被害者の救済につながり
ます。

広報誌を利用したイコールの掲載で、広く町民への周知、啓蒙普及を行うことができました。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

消耗品費 4,8002 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

0

64,800

地方債

受益者負担金

その他の特定財源

補正予算額 0

計　画 実　績 特　記　事　項

0

0

0

0

0

差引（一般財源）

県支出金

国庫支出金

計

0

0

64,800

予算現額

決算額

予
　
算

当初予算額

流用額

決　算

0

消耗品費 4,800




